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●国民健康保険税第５期分　●後期高齢者医療保険料第４期分
●介護保険料第５期分　　　●水道料金・下水道使用料 11 月検針分
　　～豊かなくらし　明るい未来　みんなの税が　生きている～

11 月の納税と料金
（11 月 30 日㈮が納期限です )

　
　
        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　   　　　
　　　　　　　　　　　　　　 

消防本部予防課☎ (83)0119

３つの習慣
　○寝たばこは、絶対やめましょう！

　○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用しましょう！

　○ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消しましょう！

４つの対策
　○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置しましょう！

　○寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐため、防炎品を使用しましょう！

　○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置しましょう！

　○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制を築きましょう！

　 住宅防火　命を守る７つのポイント

◆消防本部から、この期間中のお知らせ◆
☆ 11 月１日㈭午前 10 時から御殿場市幼児防火・交通安全パレードが開催されます。東田中の花みずき通りで、幼児が

　防火と交通安全を市民に呼び掛けるパレードをします。ご声援よろしくお願いします。

☆防火を呼び掛けるため、午後８時にサイレンが鳴りますが、火災ではありませんのでご注意ください。

☆消防署員が民生委員児童委員さんと共に、一人暮らしをされている高齢者のお宅へ防火指導に伺います。

　なお、その付近に消防車両が停車しますが、火災や救急ではありませんのでご了承ください。

10
2012

秋の火災予防運動週間が始まります            

   これからの季節は寒くなり、火を使う機会が増えます。今年の管内の火災は 9 月までに 28 件と、
多く発生しています。
　身近にある火の取り扱いから見直し、火災を自ら防ぐ予防対策をお願いします。

11 月 9 日㈮～ 15 日㈭

◀
昨
年
の
パ
レ
ー
ド
の
様
子
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第18回全国報徳サミット御殿場市大会

11月17日(土)開催！！
　二宮尊徳翁（二宮金次郎）の教えに賛同する、全国の報徳ゆかりの市町村が

一堂に会し、市民会館で第18回全国報徳サミット御殿場市大会が開催されます。

　前神奈川県知事の松沢成文氏の基調講演、参加市町村首長によるまちづくり

パネルディスカッションのほか、小学生による学習発表や市内報徳関連団体に

よるさまざまなアトラクションが予定されています。

　市民の皆さんもぜひご来場ください。

社会教育課☎ (82)0339

≪講師紹介≫

会場／御殿場市民会館　入場無料　午前８時50分～

　1958 年神奈川県川崎市

生まれ。慶應義塾大学法学

部卒。松下政経塾に入塾後、1987 年に神奈

川県議会議員に県政史上最年少で当選。以降、

衆議院議員３期、神奈川県知事を２期務め

る。現在、筑波大学客員教授等を務める。著

書に「二宮尊徳の遺訓」、「二宮尊徳の破天荒

力」等がある。

前神奈川県知事　　
松沢  成

し げ ふ み

文氏
「二宮尊徳の遺訓～混迷の

いまを生き抜く智勇～」

福
島
県
相
馬
・
双
葉
地
区
の
子
ど
も
た
ち
　

　
　  

へ
の
支
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
！

　

当
市
が
加
盟
し
て
い
る
「
全
国
報
徳
研
究
市
町
村

協
議
会
」
で
は
、加
盟
自
治
体
で
あ
る
福
島
県
相
馬
・

双
葉
地
区
（
相
馬
市
、
南
相
馬
市
、
大
熊
町
、
浪
江

町
、
飯
舘
村
）
で
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
両
親

が
被
災
し
た
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
の
た
め
に
、

支
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

募
金
箱
は
、
11
月
15
日
ま
で
、
市
役
所
本
庁
舎
、

図
書
館
、
御
殿
場
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
、
市
役
所
各

支
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

御
殿
場
地
区
婦
人
会
か
ら
支
援
金
を
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

い
た
だ
き
ま
し
た
！

　

御
殿
場
地
区
婦
人
会
で
は
、
昭
和
36
年
度
か
ら
、

バ
ザ
ー
の
売
上
金
等
を
「
子
ど
も
の
育
英
資
金
」
及

び
「
災
害
基
金
」
と
し
て
積
み
立
て
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
相
馬
・
双
葉
地
区
の
子
ど
も
た
ち
へ
、

１
０
０
万
円
の
支
援
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
支

援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

御
殿
場
愛
郷
報
徳
社
「
報
徳
太
鼓
」

　

報
徳
太
鼓
は
、
結
成
し
て
25
年
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

　

青
年
団
活
動
が
盛
ん
だ
っ
た
当
時
、
盆
踊
り
に
使
用

す
る
太
鼓
が
な
く
、
御
殿
場
愛
郷
報
徳
社
に
お
願
い
し

た
と
こ
ろ
、
４
台
も
の
太
鼓
を
購
入
し
て
い
た
だ
き
、

こ
れ
を
期
に
結
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
私
た
ち
の
区
に
神
楽
や
神
輿
等
の
郷
土
芸
能

が
な
い
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
１

つ
と
し
て
、
和
太
鼓
を
打
て
る
よ
う
に
と
の
当
時
の
理

事
長
の
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

始
め
た
頃
は
、
長
野
県
の
諏
訪
太
鼓
や
富
士
岡
地
区

の
富
岳
太
鼓
の
方
に
教
え
て
い
た
だ
き
、
大
人
の
メ
ン

バ
ー
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
毎
週
の
練
習
で
少
し
ず
つ
打
て
る
よ
う
に

な
る
と
、
太
鼓
の
種
類
や
数
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
都

度
、
御
殿
場
愛
郷
報
徳
社
に
お
願
い
し
、
多
く
の
太
鼓

を
揃そ

ろ

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
小
学
生
が
中
心
と
な
り
、
報
徳
の
文
化
祭
や

神
社
の
初
詣
等
あ
ち
こ
ち
で
打
つ
よ
う
に
な
り
、
皆
さ

ん
か
ら
多
く
の
喝
采
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

朝
日
小
学
校

　

朝
日
小
学
校
で
は
、
６
月
の
読

書
月
間
に
、
二
宮
金
次
郎
の
伝
記

等
を
課
題
図
書
と
し
て
、
こ
れ
を

基
に
夏
休
み
に
は
二
宮
金
次
郎
に

つ
い
て
の
「
二
宮
金
次
郎
新
聞
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

報
徳
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
５
年
生

が
「
ソ
ー
ラ
ン
節
」
の
音
楽
に
合

わ
せ
て
踊
り
を
披
露
し
ま
す
。
そ
の
際
、
市
内
の
各
学

校
に
設
置
さ
れ
て
い
る
二
宮
金
次
郎
の
銅
像
の
写
真
を

基
に
、
そ
の
特
徴
を
説
明
し
ま
す
。

　

ま
た
、二
宮
尊
徳
の
教
え
の
う
ち
、３
つ
の
言
葉
「
至

誠
」「
分
度
」「
徳
」
に
つ
い
て
の
子
ど
も
た
ち
の
思
い

も
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

富
士
岡
小
学
校

　

富
士
岡
小
学
校
で
は
、「
富
士

岡
遺
産
を
探
そ
う
」
と
い
う
取
り

組
み
を
、「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
富
士
岡
遺
産
」
と
は
、
昔
か

ら
あ
り
、
富
士
岡
に
し
か
な
い
も

の
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
富
士
岡
遺
産
の
一
つ
と
し

て
、
昨
年
度
の
３
年
生
が
、
二
宮
金
次
郎
の
教
え
を
受

け
継
ぐ
「
報
徳
」
に
つ
い
て
本
で
調
べ
た
り
、
報
徳
社

の
人
の
お
話
を
聞
い
た
り
と
、
グ
ル
ー
プ
で
調
べ
学
習

を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
は
、
学
習
発
表
会
で
披
露
さ
れ
、
竃
報
徳

社
が
富
士
岡
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
報
徳
サ
ミ
ッ

ト
で
は
、
学
ん
だ
様
子
を
４
年
生
全
員
で
発
表
し
ま
す
。

●
皆み
な

美み

会か
い

　

10
人
の
部
員
が
、
報
徳
活
動
と

し
て
、
民
踊
を
竈
公
民
館
ホ
ー
ル

で
練
習
し
て
い
ま
す
。
パ
ッ
と
花

が
咲
い
た
よ
う
に
、
明
る
く
賑に

ぎ

や

か
な
笑
い
と
共
に
練
習
が
始
ま
り
、

仲
間
と
の
和
も
保
て
、
楽
し
く
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

報
徳
サ
ミ
ッ
ト
交
流
会
に
向
け
、「
富
士
山
太
鼓
」
の
踊

り
の
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
こ
の
踊
り

を
披
露
し
、「
富
士
山
太
鼓
」
の
歌
と
富
士
山
を
日
本
か

ら
世
界
へ
と
伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

●
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

　

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
は
、
月
２
回
竈
公
民
館
で
、
金
澤

先
生
を
講
師
に
、
22
人
の
会
員
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
体
の

調
子
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で

無
理
せ
ず
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

報
徳
サ
ミ
ッ
ト
交
流
会
で
発
表

す
る
の
は
、「
ま
た
君
に
恋
し
て
る
」

の
曲
に
、
金
澤
先
生
が
ダ
ン
ス
の

要
素
を
取
り
入
れ
て
考
え
て
く
だ
さ
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
で
す
。
当
日
に
向
け
て
会
員
一
同
、

一
生
懸
命
練
習
し
て
い
ま
す
。

竈
報
徳
社
婦
人
部

　

竈
報
徳
社
婦
人
部
の
会
員
数
は
１
２
６
人
で
、
年
間

４
回
程
度
、
会
員
の
希
望
に
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
教
室

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
同
好
会
活
動
は
、
報
徳
サ
ミ
ッ

ト
交
流
会
に
出
演
す
る
左
記
２
団
体
の
他
、
カ
ラ
オ
ケ

の
カ
ナ
リ
ヤ
会
が
あ
り
ま
す
。

▲当日に向け頑張っています！ ▲楽しい仲間と練習中です！

▲朝日小の皆さん▲富士岡小の皆さん

≪大会プログラム≫
時間 内容

8:30 開場

8:50 開演・オープニングイベント
報徳太鼓・野の花劇団・御殿場愛郷報徳社

9:25 開会行事

9:50
基調講演
講師：松沢　成文氏（前神奈川県知事）
演題：「二宮尊徳の遺訓～混迷のいまを生き抜く智勇～」

10:45 小学生による学習発表（朝日小・富士岡小）

11:15 参加市町村首長によるまちづくりパネルディスカッション

12:15 大会宣言決議・閉会行事

12:30 閉会

2012.10.22 2012.10.22 23

▲支援金を市長に手渡す御殿場地区婦人
　会の皆さん

▲演奏をする「報徳太鼓」の皆さん

報徳サミット御殿場市大会出演団体

11月16日開催の報徳サミット交流会出演団体
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金
次
郎
と
の
出
会
い

　

御
殿
場
地
方
は
、
宝
永
４
年

（
１
７
０
７
年
）
の
宝
永
の
大
噴

火
の
影
響
で
貧
し
い
暮
ら
し
ぶ

り
だ
っ
た
が
、天
保
４
年（
１
８

３
３
年
）
に
始
ま
る
天
保
の
大だ

い

飢き

饉き
ん

や
疫
病
の
流
行
に
よ
っ
て
、

さ
ら
に
困
窮
し
て
い
た
。
共
済

制
度
の
利
用
や
、
小
田
原
藩
か

ら
下
げ
渡
さ
れ
た
支
援
金
の
分

配
を
行
っ
て
も
効
果
は
薄
か
っ
た
。

　

小
田
原
藩
か
ら
こ
の
地
方
の

立
て
直
し
の
依
頼
を
受
け
た
金

次
郎
は
、天
保
７
年（
１
８
３
６

年
）
に
藩
が
実
施
し
た
生
活
困

難
者
の
調
査
を
元
に
、
翌
年
御

殿
場
地
方
を
訪
れ
た
。

　

金
次
郎
の
報
徳
仕
法
に
つ
い

て
話
を
聞
い
た
御
殿
場
村
な
ど

12
カ
村
は
、
暮
ら
し
を
立
て
直

す
た
め
、
金
次
郎
の
指
導
を
仰

ぎ
報
徳
仕
法
を
行
っ
た
。

　

御
殿
場
市
域
で
最
初
に
報
徳

仕
法
を
取
り
入
れ
た
小
林
平
兵

衛
は
、
教
え
を
受
け
、
破
産
し

て
い
た
自
身
の
家
の
立
て
直
し

と
村
を
救
う
こ
と
を
決
心
。
他

５
人
と
改
め
て
金
次
郎
の
い
る

桜
町
（
栃
木
県
真
岡
市
）
を
訪

ね
、
報
徳
仕
法
の
特
訓
を
金
次

郎
か
ら
受
け
た
。
平
兵
衛
は
、

そ
の
後
、
４
度
に
わ
た
り
金
次

郎
を
訪
ね
、
教
え
を
学
び
、
金

次
郎
の
側
近
と
し
て
活
躍
し
た
。

 

明
治
以
降
の
報
徳
社

　

御
殿
場
地
方
で
成
果
を
上
げ

つ
つ
あ
っ
た
報
徳
仕
法
で
あ
る

が
、
藩
の
命
令
に
よ
り
弘
化
３

年
（
１
８
４
６
年
）
に
廃
止
と

な
っ
た
。

　

し
か
し
報
徳
仕
法
の
精
神
は

村
々
に
継
承
さ
れ
、
明
治
時
代

以
後
に
設
立
さ
れ
る
報
徳
社
の

母
体
と
な
っ
て
い
く
。

　

明
治
時
代
に
入
る
と
、
幕
末

の
報
徳
仕
法
に
起
源
を
持
つ
報

徳
社
が
各
地
に
設
置
さ
れ
精
力

的
に
活
動
を
始
め
、
御
殿
場
地

方
で
も
報
徳
仕
法
に
ゆ
か
り
を

持
つ
村
々
が
遠と

お

江と
う
み

国の
く
に

報
徳
社
や

小
田
原
報
徳
社
の
指
導
を
仰
い

で
報
徳
社
が
設
立
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
地
方
の
報
徳
社
を
統

括
指
導
す
る
本
社
が
無
数
に
設

置
さ
れ
、
明
治
時
代
末
に
は
遠

江
国
報
徳
社
が
改
名
し
た
大
日

本
報
徳
社
や
小
田
原
報
徳
社
な

ど
８
社
が
存
在
し
、
八
本
社
と

呼
ば
れ
た
。

　

こ
れ
ら
八
本
社
は
、
後
に
大

日
本
報
徳
社
に
、
残
る
７
社
が

入
会
す
る
形
で
一
本
化
さ
れ
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

今
回
紙
面
で
紹
介
し
た
報
徳

４
社
は
設
立
の
時
期
や
経
緯
は

異
な
る
が
皆
、
大
日
本
報
徳
社

に
所
属
し
、
各
報
徳
社
に
は
現

在
も
そ
の
教
え
が
息
づ
い
て
い
る
。

4

二宮金次郎と　 御殿場地方の関わり

竈の小林平兵衛は、村民救

済の資金に、勤労以外で手に入った個人収入を

知
 ち  そく きん   

足金（基金）として積み立てた。報徳の「足る

事を知り誠心を以て事に当たれ」との教えを実践

したもので、知足備金と呼ばれた。

　これは、子孫により『小林知足財団』に引き継

がれ、道徳経済の知識普及や実践、生産や学生教

育及び失業者就職に対する貸付、福祉事業や公益

事業への助成に充てられた。また、当時平兵衛に

よって創始された報徳の教えを実践した講は、現

在まで引き継がれ、竈報徳社の基礎となっている。

【勤労（きんろう）】

人は、互いに個性や特性を生かしつつ世のため人

のために働けば、生産物を生み出し、自分だけで

なく社会の富と幸福をもたらす。

【分度（ぶんど）】

自分のおかれた立場や状況をわきまえて、収入に

応じた生活をすること。

【推譲（すいじょう）】

贅沢をしない範囲＝分度をわき

まえた範囲以上の余裕を、家族・

子孫に貯えたり、社会のために

使ったりすること。推譲をすす

めれば、平和と幸福がもたらされる。

☞報徳用語集☜

【至誠（しせい）】

真を尽くした状態。徳のある考え方や行動。

【報徳仕法（ほうとくしほう）】

二宮金次郎主導で行った財政再建策の総称。

【一円融合（いちえんゆうごう）】

物事は循環し、いくつかの要素が溶け合い、一つ

になって結果を結ぶとの考え方。

【積小為大（せきしょういだい）】

小さなことからコツコツ行えばいずれ大きな成果

になる。

沼津と富士吉田を結ぶ

街道筋であった神山地区では、明治 22 年に

東海道線が開通したことにより、村民の多く

が生業としていた駄馬による運送業が衰退

し、生活が困窮した。

　神山の萩倉佐平治が「積
せきぜんこう

善講」「積
せきじんこう

塵講」

などの貯蓄を奨励し、やがて遠
とお

江
とうみ

国
のくに

報徳社の

指導を受けて、神山報徳社を設立した。積立

金の増加を目的とするだけでなく、報徳の実

践には家庭教育が必要であると考え、報徳社

婦人会・報徳社付属裁縫教授所や、報徳社の

指揮監督を受けた神山青年会の設置など、女

子教育、青年教育に力を注いだ。

少年時代、酒
さか わ がわ

匂川普請で金次郎と親交

があった新橋の文左衛門は、飢
  き  きん

饉の際、役人と共に村にやっ

てきた金次郎を自宅に宿泊させた。この時、村役人の要請に

より金次郎が講話を行った。中清水の名主五左衛門は、既に

藩へ報徳仕法の実施を願い出ていたが、この時改めて村民と

共に金次郎の講話を聞き、報徳仕法を実践することを決めた。

　金次郎の死後、報徳仕法は小田原藩によって中止させら

れたが、中清水村は明治に至るまで中止命令には従わず、

村内で脈々と報徳仕法を続け、金次郎の子・弥太郎からの

手紙が、これを伝える資料として中清水報徳社に保管され

ている。明治に入り、新規加入者の希望が増えたことから、

遠
とお

江
とうみ

国
のくに

報徳社指導のもと許可申請し、新たな組織として中

清水報徳社を設立した。

昭和初期、大日本報徳社は、

不況等により荒廃した農山漁村の生活立て直しを

目的とする「国民生活立て直し指導者講習会」を

実施した。これを契機に、各地で報徳社が結成さ

れた。旧御殿場町の中では、仁杉・北久原・西田

中（反田、栢ノ木）・二枚橋（栢ノ木）地域で団

結をした。

　祭
さい  し 

祀・勧業・土木・慈善・衛生・その他の公共

益に関する事業の為に、共有地管理をする目的で、

会員の推譲金や、地域の共有地を原資に、御殿場

愛郷報徳社を設立し大日本報徳社に入社した。

社団法人

竈報徳社
理事社長　杉山　芳邦

一般社団法人

神山報徳社
代表理事　勝又　嶋夫

社団法人

中清水報徳社 
理事長　横山　俊英

社団法人

御殿場愛郷報徳社
理事長　杉山　賴雄

昭和 9年再々興

創始者　小林 平兵衛

明治 32年設立

初代社長　萩倉  佐平治

明治 29年設立

初代社長　鈴木  千代吉

昭和 10年設立

初代社長　杉山 貞一

◀
老
年
の
二
宮
金
次
郎
像

5

覚えてくれたかな？
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納税推進
だより
納税推進協議会事務局

（市役所税務課内）電話 (82)4128

　

11
月
11
日
㈰
か
ら
17
日
㈯
ま

で
の
間
、「
税
を
考
え
る
週
間
」

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
週
間
に
合
わ
せ
、
税
に

関
す
る
作
品
（
ポ
ス
タ
ー
、
習

字
、
標
語
、
作
文
）
を
募
集
し

ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
応
募
い
た
だ
い

た
作
品
１
、８
１
５
点
の
中
か

ら
、
選
ば
れ
た
優
秀
作
品
を
紹

介
し
ま
す
。

※
入
賞
作
品
は
11
月
15
日
㈭
か

ら
21
日
㈬
ま
で
、
市
役
所
１
階

市
民
ホ
ー
ル
で
展
示
し
ま
す
。

　

消
費
税
は
、
全
て
の
日
本
の
国

民
が
関
わ
る
最
も
身
近
な
税
金
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
現
在
五
パ
ー

セ
ン
ト
の
消
費
税
率
が
二
〇
一
四

年
四
月
に
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
十
五

年
十
月
に
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き

上
げ
ら
れ
る
の
を
知
り
シ
ョ
ッ
ク

で
し
た
。
そ
れ
は
、
わ
た
し
が
今

ま
で
生
活
を
し
て
い
て
、
税
金
に

つ
い
て
深
く
考
え
た
こ
と
が
な

か
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

消
費
税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
る

の
を
知
っ
た
数
日
後
、
高
三
の
姉

が
皮
膚
科
へ
行
き
ま
し
た
。
米
粒

大
の
ア
ザ
は
、
部
分
麻
酔
を
し
て

レ
ー
ザ
ー
で
焼
く
簡
単
な
手
術
が

必
要
で
、
費
用
は
手
術
だ
け
で

八
千
円
位
か
か
る
と
皮
膚
科
で
言

わ
れ
た
そ
う
で
す
。
で
も
、
手
術

の
日
の
医
療
費
は
五
百
円
で
し
た
。

そ
れ
は
、
わ
た
し
の
住
ん
で
い
る

御
殿
場
市
で
は
、
今
年
の
四
月
一

日
か
ら
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
制

度
が
高
校
三
年
生
ま
で
拡
大
さ

れ
、
手
術
も
そ
の
対
象
に
な
っ
て

い
た
か
ら
で
し
た
。
結
局
、
四

回
の
診
察
で
支
払
っ
た
金
額
は

二
〇
〇
〇
円
で
し
た
。
領
収
書
を

計
算
す
る
と
、
支
払
っ
た
金
額
の

十
倍
位
の
金
額
を
税
金
で
負
担
し

て
も
ら
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
税
金
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

　

あ
ま
り
税
金
の
こ
と
を
知
ら
な

い
の
で
調
べ
て
み
ま
し
た
。
税
金

は
わ
た
し
た
ち
中
学
生
の
た
め
に

も
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
学
校
の

校
舎
が
建
て
ら
れ
、
机
・
椅
子
な

ど
の
備
品
が
購
入
さ
れ
ま
す
。
毎

日
、
授
業
で
使
う
教
科
書
も
無
償

で
す
。
道
路
に
信
号
や
横
断
歩
道

や
標
識
が
あ
る
か
ら
安
全
に
通
学

が
で
き
ま
す
。
昨
年
か
ら
今
年
に

か
け
て
三
回
注
射
し
た
子
宮
け
い

が
ん
の
予
防
接
種
も
そ
う
で
す
。

　

あ
と
、
ゴ
ミ
処
理
や
道
路
工
事

や
水
道
工
事
を
し
て
く
れ
る
か

ら
、
清
潔
で
安
全
な
街
で
生
活
が

で
き
ま
す
。
警
察
や
消
防
が
あ
る

か
ら
安
心
し
て
生
活
が
で
き
ま

す
。
全
て
税
金
の
お
か
げ
で
す
。

　

税
金
が
東
日
本
大
震
災
の
復
興

資
源
の
源
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も

知
り
ま
し
た
。
復
興
に
は
想
像
も

で
き
な
い
ほ
ど
の
莫
大
な
お
金
が

か
か
る
は
ず
で
す
。
税
金
の
財
源

は
限
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

消
費
税
率
を
五
パ
ー
セ
ン
ト
上
げ

れ
ば
一
年
で
十
兆
円
前
後
の
税
金

が
国
に
入
る
そ
う
で
す
。
だ
か

ら
、
消
費
税
率
が
五
パ
ー
セ
ン
ト

か
ら
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
上
げ
る
こ

と
が
良
い
こ
と
だ
と
思
え
て
き
ま

し
た
。
そ
の
税
金
を
復
興
に
あ
て

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
復
興
が
少
し

だ
け
で
も
早
ま
る
か
も
し
れ
な
い

か
ら
で
す
。

　

日
本
は
治
安
が
良
く
て
十
分
な

医
療
が
受
け
ら
れ
学
校
で
勉
強
も

で
き
ま
す
。
そ
れ
は
、
必
要
な
費

用
を
税
金
が
ま
か
な
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。
も
し
、
税
金
が
な
い
と
、

わ
た
し
た
ち
の
生
活
は
不
便
に
な

り
不
安
や
不
満
を
か
か
え
て
生
活

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
わ
た
し

た
ち
の
生
活
に
税
金
は
な
く
て
は

な
ら
な
い
絶
対
に
必
要
な
も
の
だ

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、
十
五
歳
に
な
る
ま

で
、
ず
っ
と
税
金
に
よ
っ
て
生
活

が
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
本
当

に
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。
だ

か
ら
、
大
人
に
な
っ
た
ら
、
し
っ

か
り
働
い
て
き
ち
ん
と
納
税
し
た

い
で
す
。
納
税
が
日
本
国
民
と
し

て
の
義
務
だ
し
、
自
分
の
納
め
た

税
金
が
少
し
で
も
誰
か
の
た
め
に

役
立
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
か
ら

で
す
。

「
税
金
の

　
　

あ
り
が
た
さ
」

ポ
ス
タ
ー
の
部 

特
選

習
字
の
部 

特
選

馬場　桜子さん
（御殿場南小 6 年）

内藤　一葉さん
（御殿場南小 6 年）

菊
池　

彩あ
や

里り

さ
ん

　
（
富
士
岡
中
３
年
）

作
文
の
部 

特
選

※賞は、御殿場市納税推進協議会の審査における成績です。

　税金は
　　 僕らの未来と
　　　　 僕らの希望

渡
邉　

紀
明
さ
ん

　
　
（
西
中
２
年
）

標
語
の
部 

特
選

～
小
・
中
学
生
、
一
般
の

　
　
　
　
　
　「
税
に
関
す
る
作
品
」
を
紹
介
～

高
ま
る
税
へ
の
関
心

ポ
ス
タ
ー
の
部
（
小
学
校
６
年
）

入
選　

高
橋　

凜
（
東
小
）

〃　

松
村　

萌も

え絵     （
原
里
小
）

〃　

勝
間
田　

麻ま

ゆ結
（
原
里
小
）

佳
作　

勝
又　

野の

の

か
乃
楓
（
高
根
小
）

〃　

土
屋　

幸ゆ
き

奈な

（
玉
穂
小
）

〃　

小お

髙だ
か　

あ
ゆ
（
原
里
小
）

〃　

勝
間
田　

晴
菜
（
原
里
小
）

〃　

黒
澤　

詩し

の乃  （
富
士
岡
小
）

〃　

大
城　

音と

も

こ
萌
子

　
　
　
　
　
　

     （
御
殿
場
南
小
）

〃　

高
橋　

実み
の

李り

　
　
　
　
　
　
　

 （
御
殿
場
南
小
）

〃　

勝
又　

廉れ
ん

多た

郎ろ
う

（
神
山
小
）

習
字
の
部
（
小
学
校
６
年
）

入
選　

久
米　

夏な

穂ほ

（
神
山
小
）

〃　

細
江　

咲さ

き

こ
紀
子
（
原
里
小
）

〃　

黒
澤　

詩し

の乃
（
富
士
岡
小
）

佳
作　

稲い
な

吉よ
し　

結ゆ

う羽

                             （
御
殿
場
南
小
）

〃　

伊
倉　

沙
耶
香

　
　
　
　
　
　

 　

 （
御
殿
場
小
）

〃　

勝
又　

美
樹
（
高
根
小
）

〃　

山や
ま

上が
み　

紗
季
（
原
里
小
）

〃　

猪
俣　

大た
い

樹き

（
原
里
小
）

〃　

中
田　

大だ
い

樹き

（
朝
日
小
）

〃　

土と

岐き　

蘭ら
ん

里り

                           （
御
殿
場
南
小
）

〃　

小
林　

美
輝
（
東
小
）

標
語
の
部(

一
般

・
中
学
生)

入
選　

勝
又　

奏か
の
ん音
（
西
中
１
年
）

〃　

中
山　

雅み
や
び  　
（
西
中
２
年
）

〃　

駒こ
ま

谷や　

麻
衣
（
西
中
２
年
）

　
「
税
に
関
す
る
作
品
」　
入
賞
者
（
敬
称
略
）

佳
作　

内
海　

宏
幸

　
　
　
　
　
　
（
一
般
・
二
の
岡
）

〃　

大
塚　

空そ
ら　
（
西
中
２
年
）

〃　

恒つ
ね

成な
り　

京
子

（
一
般
・
中
山
下
）

〃　

芹
澤　

亮
太

　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
中
２
年
）

〃　

小
宮
山　

ノ
リ
子

（
一
般
・
新
橋
）

〃　

上か
み

村む
ら　

卓
也（

西
中
２
年
）

作
文
の
部(

中
学
生)

入
選　

セ
ン
ノ　

笑え
み

莉り

（
原
里
中
３
年
）

〃　

佐
野　

茉
梨（

原
里
中
３
年
）

〃　

三み
ぞ
ろ
ぎ

改
木　

友と
も

歌か

（
原
里
中
３
年
）

佳
作　

芹
澤　

朋
実（

原
里
中
３
年
）

〃　

芹
沢　

悠
一
郎

（
原
里
中
３
年
）

〃　

伊
藤　

賢ま
さ

光み
つ

（
富
士
岡
中
３
年
）

〃　

杉
山　

幹か
ん

太た

（
富
士
岡
中
３
年
）

〃　

岩
田　

洸ひ
ろ
し　
（
西
中
３
年
）

〃　

中
條　

結
衣

（ 

富
士
岡
中
３
年
）

〃　

髙
橋　

義
行（高

根
中
２
年
）

〃　

花
木　

真
理
子（西

中
３
年
）
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◇御殿場市長選挙◇ ◇御殿場市農業委員会委員選挙◇

　平成 25年２月６日任期満了に伴う御殿場市長選挙
の日程は、次のとおりです。

　平成 25 年２月 10 日任期満了に伴う御殿場市農業
委員会委員選挙の日程は、次のとおりです。

○投票日
　平成 25年 1月 27 日㈰　午前 7時～午後 8時
　　（一部の投票所は午前 9時～午後 4時）

○立候補届出に伴う日程
　＜立候補予定者説明会＞
　日時：12月 21日㈮　午後 1時 30分～ 3時 30分
　会場：市役所 3階　第 3会議室
　＜立候補届出書類等の事前審査＞
　日時：平成 25年 1月 10日㈭　午前 9時～正午
　会場：市役所 5階　第 5会議室
　＜立候補届出＞
　日時：平成 25年１月 20日㈰　
　　　　午前 8時 30分～午後 5時
　会場：市役所 5階　第 5会議室

○投票日
　平成 25年 1月 13 日㈰　午前 7時～午後 8時

○立候補届出に伴う日程
　＜立候補予定者説明会＞
　日時：12月５日㈬　午後 1時 30分～２時 30分
　会場：林業会館１階　第１研修室
　＜立候補届出書類等の事前審査＞
　日時：12月 26日㈬　午前 9時～午後 4時
　会場：市役所３階　第３会議室
　＜立候補届出＞
　日時：平成 25年１月６日㈰　
　　　　午前 8時 30分～午後 5時
　会場：市役所３階　第３会議室

御殿場市選挙管理委員会
（総務課内）   ☎ (82)4521選挙管理委員会からのお知らせ

◇投票所入場券が変わります◇
　これまでの選挙では、１人１枚の投票所入場券を送付していましたが、次回行われる選挙からは、１枚の封筒に世
帯員の投票所入場券をまとめて、世帯ごと世帯主宛てに送付します。

　封筒１枚につき、６人分までの投票所入場券を同
封しますので、世帯員が７人以上の世帯には、２枚
以上送付します。投票所には、１枚ずつ切り離して
ご自分のものをお持ちください。

　今回の変更により、投票所入場券に投票所地図の
記載ができなくなります。選挙の前に広報ごてんば
や市ホームページ等での掲載を予定していますの
で、そちらをご覧ください。

412-8601
萩原 483 番地
御殿場　太郎　様

平成24年○月○日

御殿場市役所

005
0001 01 第 5投票区 御殿場　太郎 A

平成 24年○月○日

御殿場市役所

005
0001 02 第 5投票区 御殿場　花子 B

開封
➡

入場券は

切り離して

投票所に持って

いこうね！！

　○　○　選　挙 　○　○　選　挙

　○　○　選　挙

　○　○　選　挙

　○　○　選　挙

　○　○　選　挙

　三井米木教育長の任期満了に伴い、退任式が行われました。当
日は、若林市長や勝亦市議会議長、嶋田教育委員長らが出席し

ました。市の教育長を２期（８年間）務め、御
殿場市の教育のために尽力された三井教育長は、
「御殿場市の教育は県内水準から見ても素晴らし
い。教員が明るく元気に仕事をしていくことが
大切だ」と、教育への思いについて触れ、退任
の挨拶をしました。式終了後は多くの拍手の中、
見送られた三井教育長。市の教育のため、長い
間ありがとうございました。

9/28　三井教育長、お疲れ様でした

9

▲職員によるお見送り

▲

市
長
か
ら
感
謝
状
の
授
与

　印野の富士山樹空の森にパークゴルフ場がオープンしました。
　パークゴルフは直径 6センチのボールを専用のクラブ 1本
を使って打ち、グリーン上のカップに、いかに少ない打数で入
れるかを競います。ゴルフに似ていますが、子どもから高齢者
まで気軽に楽しめるスポーツで、競技人口
は全国で 124 万人といわれています。
　初日には早速、小田原市からのお客様も
来園しました。魅力のある新たな施設が加
わり、さらに多くの人が富士山樹空の森を
訪れることが期待されます。

10/2　樹空の森にパークゴルフ場がオープン

◀若林市長、勝亦市議会議長らのテープカット
でオープンを祝いました

9/22　ふれあいの小さな手から大きな輪 ◀
手
話
に
挑
戦
！
う
ま
く
表
現
で
き
る
か
な
？

　第 29回御殿場市ふれあい広場が市民交流センター「ふじざく
ら」で開催されました。
　ふれあい広場は、市民の皆さんと福祉関連団体・機関との交流
の場として毎年開催されています。「ふれあいの小さな手から大
きな輪」をテーマに、今年は 56の団体・機関が参加し、活動内
容の発表や展示、体験、バザー、販売などが行われました。
　手話サークルによる手話の体験コーナーでは、来場者が自分の
名前や簡単なあいさつなど、身近に使える手話について学んでい
ました。

　

子
ど
も
の
窒
息
事
故
に 

                       　

 
ご
注
意
を
！ 

　

今
年
７
月
、
栃
木
県
で
２
歳
の
女
の
子

が
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
に
入
っ
て
い
た
白
玉

風
の
だ
ん
ご
を
の
ど
に
詰
ま
ら
せ
、
そ
の

後
死
亡
す
る
事
故
が
起
き
ま
し
た
。

  

食
品
以
外
の
も
の
で
も
窒
息
に
至
る
危

険
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
重
症
事
故

が
発
生
し
た
製
品
に
は
、

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
、
ゴ
ム

風
船
、
筆
記
用
具
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
直
径
３
㌢
程
度
の
ス
ー
パ
ー

ボ
ー
ル
は
、
子
ど
も
が
大
き
く
口
を
開
け

た
と
き
に
は
、
簡
単
に
口
の
中
に
入
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
外
表
面
が
滑
ら
か
で
、
あ

る
程
度
の
大
き
さ
と
弾
力
を
持
っ
た
も
の

が
一
旦
喉
頭
部
に
入
る
と
、
取
り
出
す
こ

と
は
大
変
困
難
で
す
。

◎
窒
息
事
故
を
防
ぐ
た
め
に  

①
食
品
は
適
切
な
大
き
さ
に
し
て
、
よ
く

噛
ん
で
食
べ
さ
せ
る
。 

②
お
も
ち
ゃ
や
、
そ
の
部
品
は
子
ど
も
の

口
に
入
れ
さ
せ
な
い
。

③
口
に
入
り
そ
う
な
も
の
は
、
子
ど
も
の

手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
片
づ
け
る
。  

　

子
ど
も
は
、
大
人
が
予
想
も
し
な
い
行

動
を
取
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
っ
か
り

と
目
を
配
り
ま
し
ょ
う
！

◀
青
々
と
し
た
芝
生
で
早
速
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た



2012.10.22 2012.10.22

　

新
し
い
教
育
長
及
び
教
育
委
員
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

紹
介
し
ま
す

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
10
月
１
日
か
ら
新

し
い
教
育
長
及
び
教
育
委
員
が
就
任
さ
れ

た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

弁
護
士
無
料
法
律
相
談
会
開
催

　

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
（
法
テ
ラ
ス
）

に
よ
る
、
弁
護
士
無
料
法
律
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
金
銭
貸
借
・
不
動
産
売
買
・

離
婚
・
相
続
な
ど
、
法
律
問
題
で
悩
み
を

抱
え
て
い
る
人
の
た
め
に
、
弁
護
士
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
／
11
月
29
日

（木）　

午
前
10
時
～
午
後

３
時
（
１
人
あ
た
り
の
相
談
時
間
は
30
分
）

会
場
／
市
役
所
１
階　

市
民
相
談
室

定
員
／
８
人
（
先
着
順
）　

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11
月
22
日

（木）

午
前
８
時
30
分
か
ら
、
直
接
ま
た
は
電
話

　

「M
t.F

u
ji

交
響
楽
団　
　
　
　

　
　
　

第
4
回
定
期
演
奏
会
」
開
催

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
も
っ
と
身
近
に
。

初
心
者
に
も
楽
し
め
る
肩
の
こ
ら
な
い
演

奏
会
で
す
。

★
今
回
は
リ
ク
エ
ス
ト
で
特
に
多
か
っ
た

ブ
ラ
ー
ム
ス
の
交
響
曲
第
1
番
を
演
奏
し

ま
す
。
新
進
気
鋭
の
指
揮
者
、
今
井
治
人

氏
の
指
揮
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
／
12
月
15
日

（土）　

午
後
２
時
開
演

会
場
／
市
民
会
館　

大
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト
／
全
席
指
定　

◎
一
般
…
前
売

１
、
０
０
０
円
、
当
日
１
、
２
０
０
円

◎
高
校
生
以
下
…
前
売
５
０
０
円
、
当
日

６
０
０
円

※
未
就
学
児
入
場
不
可

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
場
所
／
市
民
会
館
、
タ
ン

ザ
ワ
楽
器
御
殿
場
店

問
い
合
わ
せ
／
市
民
会
館
☎(

83)

８
０
０
０

　

「
ご
て
ん
バ
ル
」
開
催
!!

　

ス
ペ
イ
ン
語
で
、
立
ち
飲
み
居
酒
屋
・

食
堂
な
ど
の
気
軽
な
社
交
場
の
こ
と
を
い

う
「
バ
ル
」
を
、
御
殿
場
駅
周
辺
で
開
催

し
ま
す
。

　

今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
お
店
を
知
っ
た

り
、
入
る
機
会
が
な
か
っ
た
お
店
に
気
軽

に
立
ち
寄
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
／
11
月
3
日

（土）　

午
後
５
時
～
11
時

会
場
／
御
殿
場
駅
周
辺
（
出
店
店
舗
数
17

店
舗
）

内
容
／
1
冊
5
枚
つ
づ
り
の
チ
ケ
ッ
ト
を

あ
ら
か
じ
め
購
入
し
、
「
ご
て
ん
バ
ル
」
参

加
店
舗
で
飲
み
歩
き
・
食
べ
歩
き
を
楽
し
む

で
、
く
ら
し
の
安
全
課
☎(

82)

８
４
０
０
へ

　

陸
上
競
技
場
改
修
工
事
に
伴
う　

　
　
　
　
　

施
設
の
閉
鎖
に
つ
い
て

　

老
朽
化
し
た
市
陸
上
競
技
場
の
ト
ラ
ッ

ク
の
張
り
替
え
工
事
等
を
行
う
た
め
、
施

設
を
一
時
的
に
閉
鎖
し
ま
す
。
利
用
者
の

皆
さ
ん
に
は
、
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

①
一
部
閉
鎖
（
10
月
中
旬
～
）
…
富
士
山

側
グ
ラ
ウ
ン
ド
外
周
レ
ン
ガ
舗
装
部
分

（
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
等
設
置
工
事
ほ
か
）

②
屋
外
施
設
全
面
閉
鎖
（
12
月
１
日
～
平

成
25
年
３
月
末
）
…
全
天
候
型
ウ
レ
タ
ン

舗
装
ト
ラ
ッ
ク
張
り
替
え
工
事
ほ
か

※
工
事
期
間
中
も
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
内
に

あ
る
会
議
室
等
の
利
用
は
可
能
で
す
が
、

工
事
車
両
等
の
出
入
り
が
あ
る
た
め
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

☎(

82)

４
１
３
５

　

母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
を　

　
　
　
　
　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

母
子
家
庭
な
ど
の
子
が
、
高
校
や
大
学

な
ど
に
修
学
す
る
た
め
の
教
育
資
金
の
貸

し
付
け
を
行
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
他
の
類
似
制
度
（
日
本
学
生

支
援
機
構
な
ど
の
奨
学
金
）
と
重
複
し
た

貸
し
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
12
月
10
日

（月）

ま
で
に
、
子
育
て
支
援
課
に
あ
る
申
請
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を

チ
ケ
ッ
ト
／
前
売
３
、
５
０
０
円
、
当
日
４
、

０
０
０
円

○
前
売
チ
ケ
ッ
ト
発
売
場
所
…
観
光
協
会
、

市
民
会
館
、
市
営
駅
南
駐
車
場
、
御
殿
場

総
合
サ
ー
ビ
ス
㈱
営
業
課

○
当
日
チ
ケ
ッ
ト
発
売
場
所
…
観
光
協
会

前
「
ご
て
ん
バ
ル
」
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
ブ
ー
ス

★
「
ご
て
ん
バ
ル
」
サ
イ
ト
で
、
詳
細
・

最
新
情
報
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
チ
ケ
ッ

ト
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
も
可
能
で
す
。

　

 http://gotem
bar.info/

問
い
合
わ
せ
／
御
殿
場
総
合
サ
ー
ビ
ス

㈱
営
業
課
☎(

87)

９
０
０
０
、
℻(

87)

６
７
８
９

　

成
人
歯
科
健
診
の
受
診
期
限
が　

　
　
　
　
　
　
　
　

迫
っ
て
い
ま
す

　

40
歳
代
以
降
で
歯
を
失
う
原
因
の
ほ
と

ん
ど
は
歯
周
病
に
よ
る
も
の
で
す
。
歯
周

病
は
気
づ
か
な
い
う
ち
に
進
行
し
て
い
き

ま
す
。

　

健
診
で
自
分
の
歯
や
歯
肉
の
健
康
状
態

を
知
り
、
予
防
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

受
診
期
限
／
11
月
30
日

（金）
ま
で

実
施
医
療
機
関
／
市
の
指
定
歯
科
医
療
機

関
37
施
設

対
象
／
平
成
24
年
度
中
に
40
・
45
・
50
・

55
・
60
・
65
・
70
歳
に
な
る
人
で
、
現
在
歯

科
で
継
続
的
に
治
療
を
受
け
て
い
な
い
人

自
己
負
担
金
／
７
０
０
円
（
学
年
齢
で
70

歳
の
人
、
生
活
保
護
世
帯
、
市
民
税
非
課

税
世
帯
に
属
し
て
い
る
人
は
無
料
）

添
え
て
、
直
接
、
子
育
て
支
援
課

☎(

82)

４
１
２
４
へ

　

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す    

　

～
気
づ
く
の
は　

あ
な
た
と
地
域
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

心
の
目
～

　

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す
。

虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
し

た
こ
と
で
も
、
市
や
児
童
相
談
所
に
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
小
さ
な
情
報
が
、
子
ど

も
の
命
を
救
う
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

※
情
報
提
供
し
た
事
実
が
口
外
さ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
／
子
育
て
支
援
課
☎(

82)

４
１
２
４
、
東
部
児
童
相
談
所
☎
０
５
５

（
９
２
０
）
２
０
８
５
、
御
殿
場
警
察
署

☎(

84)

０
１
１
０

　

障
害
者
に
対
す
る
虐
待
を
発
見
し
た

　
　

場
合
は
通
報
を
お
願
い
し
ま
す

　

平
成
24
年
10
月
か
ら
「
障
害
者
虐
待
の

防
止
、
障
害
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援

等
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
で
は
、
障
害
者
に
対
す
る
虐

待
を
発
見
し
た
場
合
の
通
報
等
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
虐
待
を
発
見
し
た
と
き

は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
内
「
障

害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
」
☎(

82)

４
２
３
８

　

特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
の

　
　
　
　

追
加
健
診
を
実
施
し
ま
す

　

６
月
か
ら
８
月
ま
で
に
受
診
で
き
な

か
っ
た
人
を
対
象
に
、
11
月
に
国
民
健
康

保
険
の
特
定
健
診
（
40
歳
以
上
）
と
後
期

高
齢
者
の
健
康
診
査
を
追
加
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
、
来
年
ま
で
受
診

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ま
だ
受
診
し
て
い
な
い

人
は
、
ぜ
ひ
受
診
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
受
診
票
は
５
月
に
送
付
し
た
も

の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
紛
失
し
た
場

合
は
再
交
付
し
ま
す
。

実
施
期
間
／
11
月
1
日

（木）
～
30
日

（金）

受
診
で
き
る
医
療
機
関
／
市
内
の
指
定
医

療
機
関　

持
ち
物
／
国
民
健
康
保
険
証
ま
た
は
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
証
、
受
診
票
、
自
己
負

担
金
５
０
０
円　

問
い
合
わ
せ
／
国
保
年
金
課
☎(

82)

４
１
２
１

　

ご
み
焼
却
施
設
生
活
環
境
影
響　

　
　
　

調
査
の
縦
覧
・
意
見
書
受
付

　

御
殿
場
市
・
小
山
町
広
域
行
政
組
合
で

は
、
ご
み
焼
却
施
設
に
係
る
生
活
環
境
影

響
調
査
の
縦
覧
及
び
意
見
書
の
受
け
付
け

を
行
い
ま
す
。

縦
覧
期
間
／
11
月
１
日

（木）
～
30
日

（金）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

意
見
書
提
出
期
限
／
12
月
14
日

（金）　

午
後

５
時

会
場
／
御
殿
場
市
・
小
山
町
広
域
行
政
組

合
事
務
局
（
御
殿
場
市
役
所
西
館
２
階
）

問
い
合
わ
せ
／
御
殿
場
市
・
小
山
町
広

域
行
政
組
合
事
務
局
施
設
課
☎(

82)

４
６
３
４

　 http://w
w

w
.gotem

ba-oyam
a-

kouiki.jp/

　

富
士
山
樹
空
の
森 

イ
ベ
ン
ト
案
内

◎
樹
空
の
森
盆
栽
展

　

盆
栽
の
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
間
／
11
月
１
日

（木）
～
４
日

（日）　

午
前
９

時
～
午
後
５
時
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

会
場
／
富
士
山
樹
空
の
森　

企
画
展
示
室

問
い
合
わ
せ
／
富
士
山
樹
空
の
森
、
ま

た
は

（社）
日
本
盆
栽
協
会
御
殿
場
支
部
☎

０
９
０
（
８
９
５
７
）
６
４
９
２
へ

◎
第
13
回
富
士
山
切
手
展

　

切
手
展
を
通
じ
て
富
士
山
切
手
の
収
集

を
拡
大
す
る
と
共
に
、
地
元
の
富
士
山
を

学
び
考
え
、
思
い
を
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。

期
間
／
11
月
１
日

（木）
～
５
日

（月）　

午
前
９

時
～
午
後
５
時
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

会
場
／
富
士
山
樹
空
の
森　

ギ
ャ
ラ
リ
ー

◎
第
２
回
和
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

富
士
山
の
ふ
も
と
で
活
躍
す
る
和
太
鼓

の
団
体
が
樹
空
の
森
に
集
結
し
、
和
太
鼓

の
祭
典
を
繰
り
広
げ
ま
す
。
今
年
で
２
回

目
を
迎
え
る
今
回
は
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
御

殿
場
市
と
裾
野
市
の
エ
イ
サ
ー
の
２
団
体

も
出
演
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
３
日

（土）　

午
前
９
時
40
分
～

午
後
３
時

★
11
月
３
日
・
４
日
に
は
「
世
界
の
う
さ

ぎ
と
ふ
れ
あ
い
動
物
園
」
（
有
料
）
も
同

時
開
催
し
ま
す
。

《
共
通
事
項

》

入
場
料
／
無
料

問
い
合
わ
せ
／
富
士
山
樹
空
の
森

☎(

80)

３
７
７
６

健
　
康

催
　
し

10

問
い
合
わ
せ
／
健
康
推
進
課
☎(

82)
１
１
１
１

　

11
月
の
胃
が
ん
検
診
日
程

受
付
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
10
時

負
担
金
／
８
０
０
円
（
学
年
齢
で
70
歳
以

上
の
人
、
生
活
保
護
世
帯
、
市
民
税
非
課

税
世
帯
に
属
し
て
い
る
人
は
無
料
）

持
ち
物
／
送
付
さ
れ
た
受
診
票

※
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
人
も
受
診
で

き
ま
す
。

※
検
査
前
夜
の
食
事
は
、
午
後
８
時
ま
で

に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
検
査
当
日
の
飲
食
や
喫
煙
は
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
健
康
推
進
課
☎(

82)

１
１
１
１

お
知
ら
せ

実施日 会場 実施日 会場
11 月
1 日㈭ 森之腰中央公民館 15日㈭ 市役所原里支所

2日㈮ 杉名沢地区
コミュニティ供用施設 16日㈮ 山之尻地区

コミュニティ供用施設

5日㈪ 大沢公民館 19日㈪
20日㈫ 保健センター

6日㈫ 神場公民館 21日㈬ 上小林公民館
7日㈬
8日㈭

保土沢地区
コミュニティ供用施設 22日㈭ 清後公民館

9日㈮ 原里地区児童集会所
（板妻区公民館） 26日㈪ 六日市場公民館

12日㈪
13日㈫

川島田地区
コミュニティ供用施設

27日㈫
28日㈬ 市役所高根支所

14日㈬ 北畑区公民館 29日㈭
30日㈮ 保健センター

HP

HP

11

教育長
勝又　將

まさ

雄
お

（60）
（中畑南）

教育委員
岩瀬　こずえ（44）

（時之栖）

　　　　　　　…ホームページHP

御殿場市職員（保健師）の募集案内…御殿場市では平成 25 年４月１日付け採用の保健師を募集します。詳しい内容に
ついては、市ホームページに掲載する（10 月 22 日（月）～）ほか、広報ごてんば 11 月５日号にも掲載予定です。
問い合わせ／人事課☎ (82)4321
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日
時
／
12
月
４
日

（火）　

午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分

会
場
／
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
じ
ざ
く

ら
」
２
階　

第
１
研
修
室

対
象
／
20
歳
以
上
の
人

募
集
人
数
／
24
人
（
先
着
順
）

持
ち
物
／
写
真
Ｌ
版
４
枚
、
ス
テ
ィ
ッ
ク

の
り
、
は
さ
み
、
30
㌢
定
規
、
鉛
筆
等
の

筆
記
用
具

参
加
料
／
１
、
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11
月
６
日

（火）

か
ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
、
フ
ァ
ク
ス

（
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
）
で
、

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
☎(

70)

６
８
０
０
、

℻(
70)

６
８
１
０
へ

　

市
民
会
館
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
講
生
募
集

◎
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
贈
る　
　

　
　
　
　
　

H
A

P
P

Y

チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト

　

オ
イ
ル
パ
ス
テ
ル
と
指
を
使
っ
て
描
く

黒
板
ア
ー
ト
で
す
。
カ
ラ
フ
ル
な
色
や
独

特
の
立
体
感
が
魅
力
で
す
！

日
時
／
1
回
目
…
11
月
16
日

（金）　

午
後
2

時
～
４
時
、
2
回
目
…
12
月
2
日

（日）　

午

前
10
時
～
正
午

内
容
／
1
回
目
…
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

2
回
目
…
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ

講
師
／
チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト
工
房
ア
ジ
ア
ン

オ
ー
ク　

柏
木
亜
希
氏

対
象
／
小
学
校
高
学
年
以
上

募
集
人
数
／
各
日
15
人
（
先
着
順
）

※
最
少
催
行
人
数
５
人

受
講
料
／
各
日
３
、
６
７
５
円
（
材
料
費

等
込
み
）

　

秩
父
宮
記
念
公
園　

体
験
教
室　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

◎
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
つ
く
ろ
う
！

日
時
／
12
月
２
日

（日）　

午
前
10
時
～
正
午

内
容
／
お
も
ち
ゃ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を

講
師
に
、
園
内
の
花

（
千せ

ん

日に
ち

紅こ
う

）
や
木
の
実

（
ま
つ
ぼ
っ
く
り
）
な

ど
を
使
っ
て
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス
を
作
る

参
加
料
／
親
子
ぺ
ア
・
一
般
１
、
５
０
０

円
（
材
料
費
・
入
園
料
・
駐
車
料
等
込
み
）

◎
ミ
ニ
門
松
を
つ
く
ろ
う
！

日
時
／
12
月
16
日

（日）　

午
前
10
時
～
正
午

内
容
／
お
も
ち
ゃ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を

講
師
に
、
園
内
の
竹
な
ど
を
使
っ
て
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
ミ
ニ
門
松
を
つ
く
る

参
加
料
／
親
子
ぺ
ア
・
一
般
２
、
０
０
０

円
（
材
料
費
・
入
園
料
・
駐
車
料
等
込
み
）

《
共
通
事
項

》

募
集
人
数
／
各
教
室
25
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
10
月
27
日

（土）

か
ら
、
直
接
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
・
住
所
・
教
室
名
を

明
記
）
で
、
秩
父
宮
記
念
公
園
☎(

82)

５
１
１
０
、
℻(

84)

２
２
２
８
へ

　

ふ
じ
ざ
く
ら
「
ス
ク
ラ
ッ
プ　
　

　

ブ
ッ
キ
ン
グ
教
室
」
参
加
者
募
集

　

思
い
出
の
写
真
を
使
っ
て
、
ア
ル
バ
ム

整
理
を
し
ま
せ
ん
か
。

※
両
日
参
加
の
場
合
は
、
2
回
目
５
０
０

円
引
き
と
な
り
ま
す
。

申
込
受
付
／
11
月
2
日

（金）　

午
前
9
時
～

◎
ラ
ー
メ
ン
ろ
た
す
の
ラ
ー
メ
ン
教
室

　

ラ
ー
メ
ン
ろ
た
す
の
店

主
が
、
家
庭
で
簡
単
に
作
れ

る
本
格
煮
干
し
ラ
ー
メ
ン

の
作
り
方
を
レ
ク
チ
ャ
ー

し
ま
す
。

日
時
／
11
月
29
日

（木）　

午
後
6
時
30
分
～

9
時
30
分

講
師
／
ラ
ー
メ
ン
ろ
た
す
店
主　

高
梨
樹

一
氏

募
集
人
数
／
12
人
（
先
着
順
）

※
最
少
催
行
人
数
8
人

受
講
料
／
４
、
７
２
５
円
（
材
料
費
等
込
み
）

申
込
受
付
／
11
月
2
日

（金）　

午
前
9
時
～

◎
リ
ト
ル
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

　

勤
労
感
謝
の
日
に
、
普
段
が
ん
ば
っ

て
い
る
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
に
向
け

て
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
の
作
品
を
作

り
ま
す
。

日
時
／
11
月
23
日

（金）　

午
前
10
時
～
11
時

講
師
／
Ｋ
Ｆ
Ｄ
Ａ
公
認
講
師　

真
崎
綾
乃
氏

対
象
／
小
学
生

募
集
人
数
／
20
人
（
先
着
順
）

受
講
料
／
１
、
０
５
０
円
（
材
料
費
等
込
み
）

申
込
開
始
／
11
月
5
日

（月）　

午
前
9
時
～

《
共
通
事
項

》

会
場
／
市
民
会
館

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
電
話
ま
た
は

所
定
の
参
加
申
込
書
に
教
室
名
・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
な
ど
の
必
要
事

項
を
明
記
し
て
、
直
接
、
市
民
会
館
窓
口

☎(

83)

８
０
０
０
へ

有
料
広
告

12

募
　
集

家庭教師家庭教師家庭教師
小学4年生～

中学3年生 
対象

K ATEKYO 学院
TEL 090-9267-0518お気軽にご相談下さい

御殿場市東田中500－3
【 事務所】

塾
の
苦
手
な
お
子
様
に
あ
っ
た

       

学
習
プ
ラ
ン
を
見
つ
け
て

                       

み
ま
せ
ん
か
？

時
間
、
曜
日
、
日
数
な
ど

　
　一
人
一
人
に
合
っ
た
プ
ラ
ン
で

　
　
　
　
　
　
　
　し
っ
か
り
集
中
!!

塾
の
苦
手
な
お
子
様
に
あ
っ
た

       

学
習
プ
ラ
ン
を
見
つ
け
て

                       

み
ま
せ
ん
か
？

時
間
、
曜
日
、
日
数
な
ど

　
　一
人
一
人
に
合
っ
た
プ
ラ
ン
で

　
　
　
　
　
　
　
　し
っ
か
り
集
中
!!

【 滝口】

13

　

環
境
保
全
講
座
「
親
子
で
挑
戦
！

　

冬
の
節
電
豆
知
識
」
参
加
者
募
集

日
時
／
11
月
17
日

（土）　

午
前
10
時
～
正
午

会
場
／
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
じ
ざ
く

ら
」　

第
１
研
修
室

内
容
／
本
格
的
な
冬
を
迎
え
る
前
に
、
親

子
で
冬
季
の
節
電
に
つ
い
て
基
礎
知
識
を

学
び
、
家
庭
で
の
節
電
の
方
法
と
環
境
保

全
に
つ
い
て
考
え
る

講
師
／
静
岡
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推

進
セ
ン
タ
ー
担
当
者
他

対
象
／
小
学
校
５
～
６
年
生
と
そ
の
親

募
集
人
数
／
親
子
ペ
ア
15
組

参
加
料
／
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11
月
15
日

（木）

ま
で
に
、
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

☎(

70)

６
８
２
０
へ

　

御
殿
場
椿
芸
術
祭
開
催

　

御
殿
場
椿
の
会
（
市
民
協
働
事
業
）
に

よ
る
椿
芸
術
祭
を
開
催
し
ま
す
。
椿
の
花

が
大
好
き
な
人
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
オ
ペ
ラ
「
椿
姫
」
も
お
楽
し
み
に
！

日
時
／
11
月
４
日

（日）　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

会
場
／
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
じ
ざ
く

ら
」
１
階　

交
流
ホ
ー
ル

内
容
／
椿
油
精
油
体
験
、
椿
の
ビ
ー
ズ
手

芸
、
椿
茶
会
、
椿
手
芸
、
一い

っ
か
ん閑

張
り
、
椿

絵
画
指
導
な
ど
各
界
講
師
の
指
導
に
よ
る

各
種
体
験
、
椿
油
天
ぷ
ら
試
食
、
小
物
販
売

問
い
合
わ
せ
／
松
岡
☎(

83)

６
７
８
３
、

辻
川
☎
０
９
０
（
７
６
０
９
）
９
２
７
７

　

第
15
回 

さ
つ
き
学
園
ま
つ
り
開
催

日
時
／
11
月
３
日

（土）　

午
前
10
時
～
午
後

２
時

会
場
／
さ
つ
き
学
園
（
神
山
）

※
駐
車
場
あ
り

内
容
／
バ
ザ
ー
、
抽
選
会
、
模
擬
店
、
利

用
者
の
作
品
販
売

問
い
合
わ
せ
／
さ
つ
き
学
園
☎(

87)

１
７
４
７

　

婦
人
会
に
よ
る
古
着
回
収
・
販
売

日
時
・
会
場
／

◎
11
月
10
日

（土）
…
原
里
支
所
車
庫
棟

◎
11
月
18
日

（日）
…
農
協
富
士
岡
支
店
倉
庫

◎
11
月
24
日

（土）
…
農
協
印
野
支
店
倉
庫
・

農
協
高
根
支
店
倉
庫

◎
12
月
８
日

（土）
…
農
協
玉
穂
支
店
倉
庫

◎
12
月
９
日

（日）
…
農
協
御
殿
場
支
店
倉
庫

い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
11
時

※
洗
濯
し
た
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
購
入
し
た
も
の
は
転
売
禁
止
で
す
。

問
い
合
わ
せ
／
エ
コ
ハ
ウ
ス
御
殿
場

☎(

88)

３
３
３
７

　

 

コ
ー
ト
フ
ェ
ア
・
着
物
フ
ェ
ア
開
催

　

資
源
循
環
の
地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め
、

コ
ー
ト
・
着
物
の
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

◎
コ
ー
ト
フ
ェ
ア

日
時
／
10
月
30
日

（火）
～
11
月
２
日

（金）　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

◎
着
物
フ
ェ
ア

日
時
／
11
月
８
日

（木）
～
12
日

（月）　

午
前
９

時
～
午
後
４
時
（
最
終
日
は
、
午
後
３
時

ま
で
）

※
10
日

（土）
は
、
正
午
か
ら
午
後
４
時
ま
で

で
す
。
ま
た
、
11
日

（日）
は
お
休
み
で
す
。

※
着
物
フ
ェ
ア
は
、
最
終
日
半
額
と
な
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
エ
コ
ハ
ウ
ス
御
殿
場

☎(

88)

３
３
３
７

　

け
ん
玉
教
室　

後
期
参
加
者
募
集

日
時
／
10
月
か
ら
３
月
の
原

則
毎
月
第
２
・
４
日
曜
日　

午
前
10
時
～
正
午
、
ま
た
は

午
後
２
時
～
４
時

会
場
／
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
じ
ざ
く
ら
」

対
象
／
市
内
在
住
の
５
歳
か
ら
シ
ニ
ア

参
加
料
／
１
回
５
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
日
本
け
ん

玉
協
会 

静
岡
県
支
部
（
パ
ピ
ー
ラ
ン
ド

内
）
☎
０
５
５
（
９
２
２
）
２
４
７
５

　

精
神
保
健
に
係
わ
る
講
演
会
開
催

　

静
岡
県
障
害
福
祉
推
進
基
金
事
業
費
補

助
金
を
活
用
し
、
「
こ
こ
ろ
の
ふ
れ
あ
い

と
心
の
健
康
」
と
題
し
た
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
時
／
11
月
10
日

（土）　

午
後
１
時
30
分
～

４
時

会
場
／
市
民
会
館　

３
階　

第
７
会
議
室

講
師
／
高
森
信
子
氏
（
教
職
に
10
年
、
幼

児
・
小
児
の
美
術
教
育
に
15
年
携
わ
り
、

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
で
Ｓ
Ｓ
Ｔ
（
社
会

生
活
技
能
訓
練
）
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
）

問
い
合
わ
せ
／
御
殿
場
・
小
山
地
区
精
神

保
健
福
祉
会
（
つ
く
し
会
）
代
表　

辻
井

☎(

82)

１
１
６
４　

市
民
伝
言
板



2012.10.22 2012.10.22

○
年
末
調
整
…
午
後
１
時
30
分
～
３
時
５
分

○
青
色
申
告
決
算
等
説
明
会
…
午
後
３
時

10
分
～
４
時

会
場
／
市
民
会
館　

小
ホ
ー
ル

持
ち
物
／
事
前
に
送
付
さ
れ
た
関
係
書
類

問
い
合
わ
せ
／
沼
津
税
務
署
☎
０
５
５

（
９
２
２
）
１
５
６
０

　

沼
津
年
金
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

①
公
的
年
金
等
の
受
給
者
の
扶
養
親
族
等

申
告
書
の
送
付

　

老
齢
年
金
等
に
は
所
得
税
が
か
か
り
、

受
け
取
る
年
金
が
一
定
額
以
上
の
人
は
そ
の

年
金
か
ら
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　

所
得
税
の
扶
養
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
毎
年
11
月
上
旬
に
対
象
者
へ
送
ら
れ

る
「
公
的
年
金
等
の
受
給
者
の
扶
養
親
族

等
申
告
書
」
（
は
が
き
）
を
日
本
年
金
機

構
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

「
公
的
年
金
等
の
受
給
者
の
扶
養
親
族

等
申
告
書
」
（
は
が
き
）
が
届
か
な
い
場

合
や
、
な
く
し
て
し
ま
っ
た
場
合
な
ど
は
、

最
寄
り
の
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

②
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
の
送
付

　

１
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料

の
額
を
証
明
す
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
（
は
が
き
）

が
、
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送

付
さ
れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
年
末
調
整
や
確
定

申
告
に
お
い
て
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て

申
告
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

 　

ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル
玉
穂
臨
時
休
館 

　

ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル
玉
穂
は
、
玉
穂
地
区

文
化
祭
「
夢
フ
ェ
ス
タ
た
ま
ほ
」
の
駐
車

場
と
し
て
使
用
す
る
た
め
、
11
月
11
日

（日）

は
終
日
休
館
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル
玉
穂 

☎(

80)

１
５
１
５

　

第
24
回 

完
走
チ
ャ
レ
ン
ジ
大
会
開
催

日
時
／
11
月
３
日

（土）　

午
前
９
時

～
午
後
１
時
30
分
（
雨
天
中
止
）

会
場
／
市
陸
上
競
技
場

内
容
／
小
学
校
１
・
２
年
生
が
１
、
１
０
０

㍍
、
３
・
４
年
生
が
２
、
１
０
０
㍍
、
５
・

６
年
生
が
３
、
１
０
０
㍍
を
走
る

※
各
学
年
男
女
別
に
、
10
位
ま
で
入
賞

対
象
／
市
内
小
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
１

～
６
年
生
男
女

※
当
日
は
、
陸
上
自
衛
隊
滝
ヶ
原
駐
屯
地

に
よ
る
豚
汁
の
配
布
が
あ
り
ま
す
。

※
競
技
中
は
会
場
周
辺
の
交
通
規
制
を
行

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
内

市
子
連
事
務
局
☎(

89)

５
３
８
０

　

年
末
調
整
・
青
色
申
告
決
算
等　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

説
明
会
開
催

　

沼
津
税
務
署
で
は
、
平
成
24
年
分
所
得

税
の
年
末
調
整
・
青
色
申
告
決
算
等
説
明

会
を
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
14
日

（水）

（
は
が
き
）
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
日
本
年
金
機
構
沼
津
年

金
事
務
所　

①
…
☎
０
５
５
（
９
２
１
）

２
２
０
１
、
②
…
☎
０
５
５
（
９
２
１
）

２
２
０
７

　

～
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
お
電
話
く
だ
さ
い
～ 

　

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権　
　
　

　
　

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
、
職

場
で
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

つ
き
ま
と
い
（
ス
ト
ー
カ
ー
）
な
ど
に
困
っ

て
い
た
ら
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。

期
間
／
11
月
12
日

（月）
か
ら
18
日

（日）
ま
で
の

７
日
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時

相
談
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
／
☎
０
５
７
０

（
０
７
０
）
８
１
０

問
い
合
わ
せ
／
静
岡
地
方
法
務
局
・
静

岡
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
☎
０
５
４

（
２
５
４
）
３
５
５
５

　

沼
津
工
業
高
等
専
門
学
校　
　
　

　

第
47
回
高
専
祭
「
キ
セ
キ
」
開
催

日
時
／
11
月
３
日

（土）
・
４
日

（日）　

午
前
９

時
30
分
～
午
後
４
時

会
場
／
沼
津
工
業
高
等
専
門
学
校
（
沼
津

市
大
岡
）　

※
Ｊ
Ｒ
沼
津
駅
・
三
島
駅
・
下
土
狩
駅
か
ら
運

行
す
る
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

内
容
／
学
科
展
示
、
ス
テ
ー
ジ
企
画
、
出

店
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど

問
い
合
わ
せ
／
沼
津
高
専
学
生
課
学
生
係

☎
０
５
５
（
９
２
６
）
５
７
３
４

有
料
広
告

14

市
民
伝
言
板

~

11 月の休館日
19 日 ㈪
※第３月曜日
●ブックスタート
7日㈬・21日㈬

※６カ月児健康診査の親子を対象に、

保健センターで行います。

◎譲ります
☆ビデオ・DVD 再生用デッキ　
☆ベビーバス　☆キヤノンワープロ
☆エレクトーン…以上無料
☆デロンギオイルヒーター…有料
◎譲ってください
☆電子ピアノ　☆チャイルドシート
☆自転車　☆脚立
☆みなみ幼稚園制服その他一式（男女）
☆ベビーベッド…以上相談
※ファクス、留守番電話での受付不可。

★パソコンコース
◎パソコン入門《ビギナーズコース》
◎ワード基礎
対象／パソコンの基本操作ができる人
◎ワード活用
対象／ワード基礎の内容が操作できる人
◎エクセル基礎
対象／入力ができる人
◎夜間アクセス基礎
対象／入力ができる人

★特別教育コース
◎伐木作業の安全衛生講習

★カルチャーコース
◎フラワーアレンジメント
◎手作り木綿ぞうり教室　
◎絵画教室

※ 11月 1日㈭午前 8時 30分から
申し込みを受け付けます（先着順）。

●おはなし広場
毎週土曜日（※3日を除く）
午後 2時 30 分～
●親子おはなしの会
14日㈬・28日㈬　午前10 時 30 分～
※絵本の読み聞かせを行います。
●リサイクルブックスデー
18日㈰　午前 9時～
※本を無料で差し上げます。

●新着図書のご案内

「トマトはどうして赤いのか？」  稲垣栄
ひでひろ

洋 著
「赤猫異聞」                  浅田次郎 著
「ルパン、最後の恋」   モーリス・ルブラン著
「ゴリラは語る」          山

や ま ぎ わ じ ゅ い ち

極寿一 著
「どんぐりむらのおまわりさん」
　　　　　　　　  なかやみわ 著

「へんしんおんせん」 あきやまただし著

15

11月

不用品活用バンク 12月度講座受講生募集エコハウス御殿場
  ☎（88）3337

駿東地域職業訓練センター
申し込み・問い合わせ☎（87）3322

11 月の巡回日
巡　　　　　回　　　　　時　　　　　間

午前 午前 午後 午後 午後
 10:00 ～10:45  11:00 ～ 11:45 1:15 ～ 2:00  2:15 ～ 3:00  3:15 ～ 4:00

6、20 日㈫ 高根学園 高根第１保育園 中畑南公民館 ミサワホーム 玉穂第２団地
7、21 日㈬ 新橋堀前ハイツ前 第１グリーンタウン 神山池の平 神山保育園 神山小学校
8、22 日㈭ 杉名沢コミセン 森の腰幼稚園 栢ノ木区防災広場 永原団地 東田中区中央公民館

9 日㈮ 玉穂幼稚園 玉穂第１保育園 御殿場団地 東保育園 高根小学校
13、27 日㈫ 高根第２保育園 原里西幼稚園 上小林分校 中畑蕪木台団地 玉穂第４団地
14、28 日㈬ 印野保育園 時之栖コミセン 永原公民館 大坂団地 神山平ふれあい公園

1、15、29 日㈭ 大沢１組 永塚７組 原里幼稚園 保土沢公民館 北畑第２公民館
2、16、30 日㈮ 原里第２保育園 竈幼稚園 神山幼稚園 富士岡幼稚園 富士見原区集会所

★ 3 日は図書館まつりを開催します。



　　　11 月の休日救急歯科診療当番医
診療受付時間／午前９時～午後３時

　　　11 月の休日水道工事店
工事受付時間／午前８時～午後５時

11月

期日 歯科医院名 所在地／電話番号
3 日
㈯ アレフ歯科クリニック 新橋 673-1

☎ (84)2288
4 日
㈰ すずき歯科医院 小山町用沢 317-9

☎ (78)1357
11 日

㈰ 杉山歯科医院 萩原 504-26
☎ (83)2155

18 日
㈰ 第一歯科医院 茱萸沢 68-1

☎ (89)8181
23 日

㈮ あざみはら歯科医院 川島田 944-1
☎ (89)8027

25 日
㈰ そのだ歯科医院 東田中 1909-6

☎ (81)4182

期日 工事店名 電話番号

3 日
㈯ ㈲湯山水道 (83)0728

4 日
㈰ 御殿場設備工業 (83)1354

10 日
㈯ 矢嶋工業 (83)5795

11 日
㈰ ㈲長田設備 (89)2491

17 日
㈯ ㈱高橋水道 (80)5155

期日 工事店名 電話番号

18 日
㈰ 伊倉住器設備 (83)3898

23 日
㈮ 長田工業所 (89)3383

24 日
㈯ ㈱テクノフジ (82)8808

25 日
㈰ ㈲トウショウ設備 (84)0263

毎
月
５
日
、
20
日
発
行
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

平
成
24
年
10
月
22
日
号

広
報
ご
て
ん
ば

●
発
行　

御
殿
場
市　

〒
４
１
２-

８
６
０
１　

静
岡
県
御
殿
場
市
萩
原
４
８
３　

☎
（

83
）

１
２
１
２
㈹

●
編
集　

企
画
部
秘
書
広
報
課　

☎
（

82
）

４
１
２
７　

●
印
刷　

㈱
御
殿
場
印
刷
所

外国人のための、ポルトガル語と英語による「広報ごてんば」もあります。問い合わせ／国際交流協会☎ (82)4426

日・曜 行　　　事　　　名 会　場

１㈭

読書週間（9 日まで）
児童虐待防止推進月間（30 日まで）
読書推進月間（30 日まで）
高根地区親睦ゴルフ大会（午前 7 時）
幼児防火・交通安全パレード（午前 10 時）
法律相談（午後１時）（予約制）

富士国際ゴルフ倶楽部
東田中花みずき通り
市 役 所

２㈮ 男性結婚相談（午後１時） 市民交流センター

３㈯

文化の日
図書館まつり（午前９時）
市子連完走チャレンジ大会 ( 午前 9 時 10 分 )
父親相談（午後１時）

図 書 館
陸 上 競 技 場
市民交流センター

４㈰
５㈪ 2012 三井住友 VISA 太平洋マスターズ（11 日まで）太平洋クラブ御殿場コース
６㈫ 赤ちゃんセミナー（午後１時） 保健センター

７㈬

立冬
補聴器相談（午前９時 30 分）
こどもすこやか相談（午前 10 時）
６カ月児健康診査（午後１時 15 分）

市 役 所
市民交流センター
保健センター

８㈭ こころの健康相談（午前 10 時）（予約制）
定期予防接種（ＢＣＧ）（午後１時 30 分）

市民交流センター
保健センター

９㈮
119 番の日
秋の全国火災予防運動（15 日まで）
２歳児健康相談（午前９時 30 分） 保健センター

10 ㈯
第 31 回玉穂地区文化祭「夢フェスタたまほ」（正午）
女性結婚相談（午後１時）
印野地区産業文化祭（午後３時）

玉 穂 支 所
市民交流センター
印野地区民体育館

11 ㈰
富士岡地区グラウンドゴルフ大会（午前 9 時）
第 31 回玉穂地区文化祭「夢フェスタたまほ」（　〃　）
印野地区産業文化祭（　〃　）

富 士 岡 公 園
玉 穂 支 所
印野地区民体育館

12 ㈪
乳幼児健康相談（午前 9 時 15 分）
人権相談（午後１時）
税務相談（　  〃  　）

保健センター
市 役 所

〃

13 ㈫ １歳６カ月児健康診査（午後１時 15 分）保健センター

日・曜 行　　　事　　　名 会　場

14 ㈬
親子おはなしの会（午前 10 時 30 分）
心身障害者相談（午後１時）
３歳児健康診査（午後１時 15 分）

図 書 館
市民交流センター
保健センター

15 ㈭ 七五三法律相談（午後１時）（予約制） 市 役 所
16 ㈮ プレママ学級（午前 9 時 30 分） 保健センター

17 ㈯

18 ㈰ リサイクルブックスデー（午前 9 時）
男性結婚相談（午後１時）

図 書 館
市民交流センター

19 ㈪ ごてんば食育の日

20 ㈫

補聴器相談（午前 10 時）
赤ちゃんセミナー（午後１時）
行政相談（　  〃  　）
建築相談（　  〃  　）

市 役 所
保健センター
市 役 所

〃

21 ㈬
家庭読書の日
こどもすこやか相談（午前 10 時）
６カ月児健康診査（午後１時 15 分）

市民交流センター
保健センター

22 ㈭ 小雪
こころの健康相談（午前 10 時）（予約制）市民交流センター

23 ㈮ 勤労感謝の日
女性結婚相談（午後１時） 市民交流センター

24 ㈯ 高根地区秋季球技大会（午前 8 時 30 分）高根小・中学校体育館

25 ㈰ 第42回原里地区一周駅伝大会(午前8時) 原 里 地 区 内

26 ㈪ 心配ごと法律相談（午後１時）（予約制）
定期予防接種（ＢＣＧ）（午後１時 30 分）

市民交流センター
保健センター

27 ㈫ １歳６カ月児健康診査（午後１時 15 分）保健センター

28 ㈬
親子おはなしの会（午前 10 時 30 分）
心身障害者相談（午後１時）
３歳児健康診査（午後１時 15 分）

図 書 館
市民交流センター
保健センター

29 ㈭

30 ㈮ 成人健康相談（午前９時 30 分） 保健センター


	p01.pdf
	p02-03
	p04-05
	p06-07
	p08-09
	p10-11
	p12-13
	P14-15
	p16

